
ー1－

部推田呼∴∴∴苔寺娼葦図
〇阜薯1：‡、へ、へ轍等牽I生年皇宰⑦単数粛正の土工頓

渇￥、掌？革二時を呼号韓国ユ雑菌⑦首孝二↑軸○γ

車掌I小僧一里I噂去就白票￥部の磁溺首等モー影も
○：‡1羊1雑考艶

狙軍都百舌劃Z諸士単、謝劃諸士衝立等￥賓囲京￥

単軸学理q±真一甘合判姑韓国⑦嘉￥田馳古つりぜ図
〇阜羊、ハエぞ名和へ￥1、へ瀞等老輩蕪

灘、言乾季帝京⑦姑韓国嘉￥田馳古やつり准⑦串も
○孝1軍0

革二一号革、隼を艶子YOT（手芸割印利口のつ　○：‡1羊

1、へ国学暑背嚢拙さ告辞、雲艶ユ1キー44■㍉l Z

′レ幸市京王革⑦姫韓国嘉￥難曲羊朝日Cの串も
○阜立軟靴、へ多さ年子つg略号YOT副署割印の白雪

、Sq＋エコ引YeT利一＼／／｛鸞藷の写娼寮国事睡

宰娼葺囲

○土手、へユ1解放

〉瑠劃、嘉善戦を尋の『〔寄進著聞密寵』HHN
O土手、ハエ1類掴つり田澤革幾多、軽輩古里

O「寵」立窪みyJ判「4（ノーで（IL」⑦署囲　〇十

立国割号卓笛の嘉￥田馳古学坪責樹鞘つり車676T

i4（エーで（1∠・4（一貫嘉￥田馳古］

煙　等田）／　〇、へま⊥鞘諌ここ他意

（等）日9Z甘′9、ユニ一畳叢⑦韓国こ一握等￥押こ●9
0阜羊1、へ職掌号部首この転写

、丁母艦⑦鱒圭、号箇⑦4（斗′人士白寿

〇、へえ⊥、↑洋室等ユニー出書簡写日宗

田000‘9　瀦誓剥凹こ、田000‘oI　轟∴写‘ウ
○土手、へま

こき牛耳説⑦Y＼／在寮の0千国瑠雅○γ甘

薯、へまご羊桂と諒のと＼／ぞ頓の弓、¢漑琶日

豊：S串⊥国宗田〇日・好餌老親

と＼／晋皆＼老9乎彰串⊥輔茜目、潮田三
、灘北壁鴇⊥晴、灘琶日管皆、尚古HHI　興￥‘8

（葦拙）II苗－16韓－80THL

8－8－1詳目⊥図蕾目

「曲の、¢阜1轟」刷Z　　圏鴻搬昔日　簡∴寺●Z

軸68一割98　　等韓澄・写灘

蒋08割gT　　　　部幽印書

（日）日ZT甘′L串gTOZ　朝　日‘T

裡
○阜章如T

l由出撃ご〔羊十手6節岬柔こユニ1Xa4（－4－ゝ／
－と、Xa4（－4面談事的、手刷雑品の昨季こ、箪革

○阜羊エーTl由、へ轍普〔f十手

埋草1薄暑、へ等円、へ1捲土つり弱国ご灘撃ご♀事務部

営、〉多　色9㌦は岬奮立灘誓こ、手刷侮敏写娼串

蕃敏⑦割目等宗羊羊　○十手亀豊吉、へ羊1二日－4と

の腫故の笥車推、、生母0選二年へ￥、妄ネギの⑦畳車

重　〇十手芸迎セ1浅学車軸号、妄雑考葛ウ⑦「4（ノ
ーで（し∠・4（－エ」0手数宙∵守一立案韓澄⑦姫Z第

〇阜羊0呼ユ

1学士号欒蕃⑦嘉蓄萬圭、回世業垂雷もeTOZ、苗礁

畢器の将葛諒、苗鞋鶉善業車習車軸OZ、利立案潔
○＿阜羊証Tl

由、へ轍等看部の岬柔ごやキ韮昔、諸阜薯T型言出⑦

田舎ご0詔⊃1沌宵○阜羊由Tl申出蕃ご立の十手1

堰剥幽引裂⑦挫⊥、考案鞘軸掌寺田馳茜目立9IOZ

勘善玉⑦討閏事務部軍事SLOZ

uウ∠－9LL8－6013⊥　9トサー9山車菩自国菩日　ZOOO－ZSL±：瞥綬章 � 

圭艶：鞘議事宮斜踊‥醤諸酵∴基甜畦：Y明圭∴∴告9車9mOZ　言∠9第 

（普寺拙I∴稲　田コ酋：喜田） 

畠七虞　、 
く書く｝く′二71 



若木会

－日黒川お花見会－）

3月28日（土）、目黒川の桜の下でお花見をしま

した。若木会のメンバーに加え、目黒稲門会の先輩

方と現役学生も加わり、参加したみなさんの平均年

齢は40．6歳と、まさに「心の若木会」にふさわしい

楽しい会となりました。

この日、気まぐれな春の天気も幸いに晴れ、川沿

いの道は大勢の花見客でにぎわっていました。両岸

の桜から落ちる花びらが水面をゆっくりと流れてい

きます。保井正先輩が「赤い橋まで行こう」といい、

約1時間、思い思いに語りながら歩きました。赤い

橋は中の橋といって、有名な撮影スポットのようで

す。川と桜、水面に映る赤い橋の組み合わせは印象

的な風景でした。

その後、赤い橋を渡って逆の岸を歩いて戻り、途

中にあるイタリアンのお店ティ・ピッキオ（保井

正先輩のご紹介）で食事会。美味しいワインと食事

を楽しみながら窓から見る桜は格別なものです。食

材も産地からこだわったものだそうで、身体に優し

い味わいでした。今回お越しになれなかった会員の

方も、ぜひ一度足を運んでみてください。若葉の樹々

に抱かれる目黒川もきっと素敵なものと思います。

今回の花見は吉田博行会長をはじめとする先輩方

に加え、村上　柾先輩の奥様や、前田　睦さん、神

谷佳奈さん、田崎毅哉さんの3名の学生、さらに田

添麻友さんの4歳のお子様も参加してくれました。

新婚の中西元樹部会長もご夫婦で参加されました。

若木会は世代や社会的な立場を超えて交流できるユ

ニークな場として充実しています。

季節は人生にも似て、桜は春の訪れとともに咲き、

今は初夏の緑芽吹く季節を迎えています。美しい満

開の時間を過ごし、響きあう万緑の夏、稲穂実る秋
へと、私たちも世代を超えて人と人を紡ぐハーモニー

を求めていけたら－そんな素敵な夜となりました。

笠谷興一朗

麻雀部会

4月13日（月）12時30分より武蔵小山　雀荘・

サンにて知能と脳カアップそして強運を呼び込む

ゲームが12人の雀士にて、半チャン4回4時間の熱

戦の火蓋が切られました。

1－3回は銭で決められたメンバー、4回戦目は

得点順にて、A，B，C．卓に別れ優勝を目指し、麻雀は

運だ、いやツキた、腕だ、ぼやき声でかし・・・。

優勝者は4回優勝した小倉氏がまたもや優勝。商

品券、ウイスキーを獲得した豊かな気持ちで優勝の

弁を頂きました。準優勝は猪名川氏、3位、村上氏

が商品券を射止めました。

その他ラッキー7、BB、水平、最多賞もあり和

気譲々17時過ぎにお開きとなりました。

次回大会は6月22日（月）、サンにて12時30分スター

トです。（6月15日から6月22日に変更になりました）

12名、16名参加の大会が主流ですが、老若男女

大いに期待と不安を持ちながら奮って当会にご参加

下さい。一度20名大会を目指します。

麻雀部会長　　　鵜野洋治

ウオーキング部会

今年の夏はどんな気候になりますか。今年は気候

が定まらず、皆様も体調維持に苦労されたと思いま

す。実績と予定をお知らせいたします。

実施報告

3月例会　府中、国分寺を歩く

参加13名

4月例会　鎌倉三十三観音めぐり　第2回

参加14名

5月例会　注戸の名残の赤坂付近

参加12名

予　　定

6月例会　鎌倉三十三観音めぐり　第3回

日時　6月16日（火）午後1時

集合場所JR鎌倉駅改札外

7月例会　目黒駅から天空公園まで

日時　7月21日（火）午後2時

集合場所JR目黒駅改札外

9月例会　鎌倉三十三観音めぐり　第4回

日時　9月15日（火）午後1時

集合場所JR鎌倉駅改札外

以上小雨決行です。参加される方は下記までご連

絡ください。

牧野連絡先　携帯　090－9649－6868

ウオーキング部会長　　牧野武夫
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食べ歩き部会

2月7日（土）に数寄屋橋の「佐藤養助」という稲

庭うどんのお店で食べ歩き部会を実施しました。元

は「出井」という料亭だったお店ですので、内装も

赤を基調として風情があります。

先付け、お造り、焼き物（鰭の木の芽焼き）、蒸し

物（黒豚と比内地鶏の茶碗蒸し）、とコースが進んだ

頃にはお酒もずいぶんとまわり、席も入れ替わって

大変なにぎやかさでした。

メインの比内地鶏の水炊き鍋はあっさりとした味

わいで、おいしくいただきました。

締めの稲庭うどんのせいろはさすがお店の看板だ

けあって絶品でした。醤油たれとゴマたれの2種が

ありましたが、ゴマたれが香りも良く、特においし

く感じられました。

参加者は14名でした。

4月19日（日）の夕刻から、早稲田スポーツ観戦

部会との共同開催で食べ歩き部会を浅草の天ぷら屋

「葵丸進」で開催しました。

4年ぶりの早慶レガッタ勝利を祝う、狩野早稲田

スポーツ観戦部会長の乾杯でスタートしました（こ

のときはよもや失格負けとなっているとは知るよし

もありません）。

先付け、八寸、刺身、煮物、天ぷらのコース料理

をいただきながら、お酒も種よくまわり、和やかな

歓談のひと時を過ごしました。

締めのお食事は桜そばと珍しいものでした。参加

者は15名でした。
－ 
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食べ歩き部会長　猪名川一雄

俳句部会

第71回「萩句会報告」

日時　2015年4月13日（月）14時一17時

（順不同）

保井賀正　　革千里末黒に染めて息吹まつ

川　井素山　　花筏割れて二筋帯のごと

青木英林　　山葵田に伊豆の踊り子裾絡げ

後藤克彦　　遠き山より遠く見ゆ春霞

佐久間喬　トンネルの先に咲き満つ花辛夷

佐々木彩女　　宵宮の風にかそけき神楽笛

永井正孝　　一服の背中が語る花疲れ

吉田啓悟　　仏像の裾の暗闇桜ちる

丸山酔宵子　　一陣の風に渦巻く花筏

牧野里山　　塔頭の突き抜けて見ゆ春かすみ

佐久間たか子　　物思う月夜に浮かぶ花筏

菊地崇之　　昼餉時目刺し茶漬け目も細む

佐伯武雄　　逃げ水に映る七十路乃伸ばす羽

大山龍海　　風湿し老いの心に芽吹きあり

山本革風　　月照らす辛夷の花を舞妓とも

金森純女　　こもれびやかたくりの花揺れやまず

中山すえみ　　逃げ水や問うてみたいや摩詞不思議

俳句部会長　　佐久間　喬

ゴルフ部会

ゴルフ部会が発足して今年で16年目を迎えます。

去る4月21日（水）第36回ゴルフ部会を千葉県

の名門、姉ヶ崎カントリー倶楽部において開催しま

した。

当日は、心配された雨も上がり爽やかな新緑の中

19名が参加、溌刺とプレーしました。

優勝、狩野俊夫氏、2位、吉野博明氏（初参加）、

3位、保井栄子氏という結果になりました。表彰式、

往復のバスの中、ワイワイと楽しい一日を過ごしま

した。次回は、10月21日（水曜日）茨城県のサミッ

トゴルフ倶楽部において開催致します。

∴　∴二重普選二一貞 �藷轟 羊．／尋；畿 
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ゴルフ部会長　　大杉邦雄
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早稲田「らしい」国際化を

加藤丈太郎（平成16年教育）

早稲田大学は2033年までに学

生の20％を外国人学生とすること

を目標に掲げています（Waseda

Vision150）。日本で国際化に最も

力を入れている大学のうちの一つ

です。

筆者は早稲田大学の国際化を目の当たりにした世

代です。教育学部社会科社会科学専修を2004年に

卒業し、大学院アジア太平洋研究科（通称GSAPS／

Graduate SchoolofAsiaPacinc Studiesの略、在学

生は「ジーサッブス」と言います。）を2006年に修

了しています。GSAPSでは、2014年現在約50か国

の学生が学んでいます。学生の約7割は外国人です。

授業は日本語と英語で開講され、修士論文も英語で

提出が出来ます。英語だけで修了も出来ます。

期せずして、私の指導教官はアメリカ人でした。

初回のゼミに出席した際、先生が話している内容の

半分くらいは分かりません。ゼミ生はアメリカ、イ

ギリス、カナダ、韓国、台湾、バングラデシュ、フィ

リピン、ポーランドなど様々な国から来ていて、ゼ

ミでの使用言語は英語のみという環境でした。当時、

英語がさほど話せなかった筆者はパニック状態にな

りました。英語が話せなければ、自分の研究計画も

指導教官に相談出来ないわけです。

ただ　人間は必要に迫られると不思議な力を発揮

します。筆者は指導教官を昼休み中拘束（！）して

分からない点を質問しまくり、夜も、中央図書館の

研究書庫が閉まる23時まで英語文献と格闘しまし

た。その甲斐あって、英語を身につけました。

英語が使えるようになると、GSAPSの外国人学生

が孤独な状況に置かれていることに気が付きました。

GSAPSは早稲田キャンパスから少し離れた、きれい

なビルに入っていて、院生専用のラウンジまであり

ます。他学部・大学院の学生との交流が生まれにく

い状況であったと言えます。ある外国人学生の友人

が「日本では、大学とコンビニにしか行ったことが

ない」と言ったとき、筆者はショックを受けました。

これではいったい、何大学に来ているのかわかりま

せん。GSAPSも早稲田大学の一部なのに。

学部上がりで「ワセキチ」の卵だった私は少しで

も外国人学生に早稲田大学で思い出を作って欲しい

と決意しました。GSAPSのラウンジで「早稲田大学

校歌」や「紺碧の空」の歌唱指導をし、野球早慶戦

に繰り出したのです。静かな、観葉植物が置いてあ

るようなラウンジでそれは目立ち、「校歌を熱唱して

いる人」で一躍研究科の有名人になりました。神宮

球場で外国人学生と肩を組んで紺碧の空を歌ったの

は今でも良い思い出です。
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筆者は2010年4月より、日本に暮らす外国人住民

が抱える問題を解決するNPO法人AsianPeople’s

FrendshipSociety（APFS）（http：／／apfs．jp）を東京

都板橋区に開き、活動しています。30ヶ国120名以

上のケースを抱え、孤立しがちな外国人住民が、周

りの人と触れ合い、問題を解決できるように日々サ

ポートしています。大学院時代に書物だけでなく、

実際に外国人学生と触れ合った経験が筆者を今の道

に導いてくれました。

NPOだけで生計を立てるのは難しく、早稲田大学

の主に1年生を対象にオンデマンドでのライティン

グ指導をしています。「日本に暮らす外国人が抱える

問題を挙げ、論ぜよ」という課題が出た週のことで

した。ある学生が「なぜ、日本人である私が外国人

なんかのことを論じなければならないのか」と質問

を書いてきました。質問には丁寧に回答をしました

が、筆者はこの質問に強い危機感を覚えました。

もし、早稲田大学が「国際化」を目指すのであれ

ば、外国人学生の「量」を増やすだけでなく、「国際化」

の「質」を向上させて欲しいと願います。仮に外国

人学生と日本人学生が「分離」しているような状況

では、「国際化」とは言えません。

様々な国から学生がやってきて、多様な価値観に

触れられることは、日本人学生にとっても間違いな

くプラスであると筆者は信じています。「国際化」は

元来からの早稲田大学の良さである、人材の多様性

という点にも合致します。

稲門会の活動に参加するようになり、野球早慶戦、

ラグビー早明戦などを再び見に行くようになりまし

たが、外国人学生の姿はほとんど見かけません。外

国人学生には早稲田大学の伝統に触れ、早稲田大学

をもっと好きになって欲しいと思います。そして、

日本人学生には外国人学生とより「交流」し、真の

意味での「国際化」した早稲田大学を作り上げて欲

しいとOBの一人として願っています。
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佐藤隆巧（平成27年　先進理工）

（世田谷区代沢在住）

趣味：スポーツ観戦　将棋

現在は世田谷区に住んでいます

が、小・中学校時代は目黒区に居

住していました。

－23区支部大会に参加－

3月8日（日）、浅草ビューホテルで校友会23区支

部大会が、鎌田総長ほか来賓を含め約300名が出席

して盛大に開催されました。目黒からも吉田会長以

下13名が参加しました。

冒頭、2015稲門奈の実行委員長として目黒稲門会

幹事の中西千可子さんが紹介されました。

会の第1部は樋口清秀・早稲田大学国際学術院教

授の講演。第2部の懇親会は地元浅草芸妓組合の綺

麗どころによる華やかな踊りと吹奏楽団・チアリー

ダーズを伴っての応援団の演技が披露され大いに盛

り上がりました。
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中西千可子さんの2015稲門祭実行委員長メッ 

セージが早稲田学報4月号に掲載されましたので、 

ご本人の了解を得て転載します。（編集委員会） 

2015稲門祭　メッセージ

実行委員長　中西千可子

2015稲門祭では早稲田大学が描く未来「Waseda

Vision150」を支える校友の方々に対して、早稲田

大学校友会という組織をさらに理解し、参加してい

ただく最良のきっかけになるように、さまざまな

企画を用意して早稲田の森でお待ちしたいと思いま

す。

大学において教育と研究の2つはもっとも重要で

す。母校は、学生たちが勉学するためのよりよい環

境作りに地道に取り組み、多様な研究分野において

目覚ましい成果を生み出しています。これからも一

歩ずつ歩みを進めて、世界の大学の中で確固たる地

位を築いてくれることを信じています。次世代につ

ながってゆく母校の歩みを少しでも応援したい思い

で、今年のテーマは「TheNextGeneration！！

ステップ・バイ・ステップ、早稲田の未来へ。」

としました。

これまで有形無形に校友会を支え導いてくださっ

た校友の方々、2032年の創立150周年を支えるだろ

う若い年代の校友の方々、その時期に早稲田を目指

し夢を抱ける子供たちに楽しんでいただけるように

頑張ります！そして、校友のみならず、地域住民

の方々、早稲田が少しでも気になる方々、どなたで

も、どうぞ10月18日（日）に早稲田にお越しくだ

さい。心からお待ちしております。

「目黒のサクラ基金」に寄付金贈呈
平成27年2月27日（金）吉田会長、幹事長、お

よび副幹事長の3名で目黒区庁舎を訪問し、吉田会

長より目黒区のサクラ基金として寄付金10万円を

青木区長に贈呈しました。青木区長からサクラ基金

寄付への謝辞と目黒の桜のイベントが経済効果をも

たらす反面、トイレ、夜間の騒音、交通規制等の問

題に苦労している現状説明がありました。
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（金井　記）

編集後記
部会活動の活性化を目指して3年前にスタートし

た部会PRの連載コラム「ようこそ部会活動へ！」

が、前号で終了しました。この記事をお読みになっ

て部会活動に新たに参加いただいた方もおられると

思います。これからは特別なコラムはもうけません

が、毎号の会報の中で各部会報告の充実を図り、会

員の皆さんに楽しい活動の様子をお伝えするように

すすめて行きます。皆さんのご参加をお待ちしてい

ます。　　　　　　　　　　　　　（地田　記）
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